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フィリピン・セブ島でフィリピン・セブ島で
英語を学びました英語を学びました
フィリピン・セブ島で
英語を学びましたPhilippines,

SEBU

今年も、「英語を学びたい」という向上心
をもって応募した高校生から大学生の男
女 9 人の研修参加者は、平成 21 年 3 月
21 日から 28 日の 8 日間にわたり、フィ
リピンのセブ島にある全寮制の語学学校
に滞在しながら、英語力を磨きました。

本研修は「フカキ夢・ひとづくり基金」
を財源としています

際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

広
い
視
野
と
感
覚
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、「
フ
カ
キ
夢
・
ひ
と
づ
く
り
基
金
」

を
活
用
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
青
少

年
の
海
外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。研

修
校
で
あ
るEnglish

Fella

は
、

日
本
や
、
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
英
語

が
苦
手
な
ア
ジ
ア
圏
の
学
生
に
、
第

二
の
言
語
と
し
て
英
語
を
教
え
る
語

学
セ
ン
タ
ー
で
す
。
全
寮
制
な
の
で
、

先
生
や
各
国
の
生
徒
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
24
時
間
、
す

べ
て
英
語
で
す
。

研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
。

こ
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
自
分

に
合
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
が
さ
れ
、
授

業
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
、グ
ル
ー
プ
レ
ッ

ス
ン
な
ど
合
計
６
時
間
に
お
よ
び
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
終
了
後
は
、
校
内
で

他
国
か
ら
の
研
修
生
ら
と
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
研
修

期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、「
以
前
よ
り
も
英

語
に
興
味
を
持
ち
、
進
ん
で
勉
強
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」「
英
語
が

上
達
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
の
文
化
、
習
慣
、
考
え
方

に
つ
い
て
も
学
べ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
学
生
に
よ
る
研
修
報
告

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

予
定
で
す
。

問
合

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

今回の海外派遣研修に活用されている
「フカキ夢・ひとづくり基金」は、本市板
原町に本社を置く深喜毛織譁からの寄付金
を基礎として、人材育成に関わる事業など
に充てられるものです。本研修では、この
基金を利用して研修費用の半分を市が補助
し、残り半額を本人負担としています。

老原萌さん（16）
（松之浜町）参加者一覧

海外研修 2010

樽井依里さん（19）
( 春日町 )

藤原加奈さん（20）
（松之浜町）

藤原佑衣さん（16）
（板原町）

松田秋桜菜さん（16）
（東雲町）

松田桜子さん（17）
（東雲町）

村上悠紀さん（18）
（曽根町）

山口奈々さん（17）
（豊中町）

吉村千尋さん（17）
( 東雲町 )

国

フ
カ
キ
夢
・
ひ
と
づ
く
り

海
外
研
修
の
ご
報
告
で
す

授業のようす。少人数のクラス
で生きた英語を学習できます

異国での共同生活で、参加
者同士の親睦も深まります。
同時に研修に来ていた韓国
などの学生とのコミュニ
ケーションもはずみました
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蜷海外研修／カルチャー・スコール／特定非営利活動支援補助金事業報告会

カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
コ
ー
ル
「
匠
の

技
」
は
、
一
芸
に
秀
で
た
職
人
の
技

と
美
を
知
り
、
も
の
づ
く
り
の
大
切

さ
を
学
ぼ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で

す
。
同
時
に
、
環
境
悪
化
に
つ
な
が

る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
現

代
文
化
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
試
み

で
す
。
も
の
づ
く
り
に
情
熱
を
込
め

る
匠
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
せ
ん
か
。

◇
７
月
４
日
豸
市
民
会
館

「
色
と
日
本
文
化
」
＝
吉
岡
幸
雄
氏

（
染
織
史
家
、
染
め
師
よ
し
お
か
）

江
戸
時
代
か
ら
続
く
京
都
の
染
め

屋
の
５
代
目
。
伝
統
の
植
物
染
め
技

法
で
日
本
古
来
の
色
を
再
現
し
、
海

外
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
東
大
寺
や

法
隆
寺
、
薬
師
寺
な
ど
の
伎
楽
装
束

や
宝
物
な
ど
の
復
元
に
も
携
わ
っ
て

き
た
。
植
物
染
め
の
第
一
人
者
。

◇
７
月
18
日
豸
市
民
会
館

「
甲
冑
の
美
と
武
将
」
＝
森
崎
干
城

氏
（
甲
冑
師
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

小
林
良
氏
（
日

本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
理
事
）

岡
山
に
住
む
甲
冑
師
の
３
代
目
。

愛
媛
県
・
大
山
祇

お
お
や
ま
ず
み

神
社
の
国
宝
・

紺
糸
威

こ
ん
い
と
お
ど
し

大
鎧
の
復
元
製
作
で
注
目

さ
れ
た
。
ま
た
、
文
化
財
の
修
復
も

多
く
、
近
年
活
躍
の
場
を
海
外
に
広

げ
て
い
る
。
か
つ
て
職
人
が
分
業
し

て
い
た
金
工
、
漆
塗
、
染
色
な
ど
の

作
業
を
一
人
で
こ
な
す
。

◇
７
月
25
日
豸
市
民
会
館

「
伝
統
に
学
び
、
新
し
い
技
法
を
工

夫
開
発
」
＝
川
瀬
龍
覚
氏
（
宮
大
工
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

鈴
木
み
ち
る
さ

ん
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）

約
１
４
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
国

内
最
古
の
企
業
「
金
剛
組
」（
大
阪

市
）
の
棟
梁
を
務
め
た
後
、
独
立
。

勘
と
経
験
に
頼
り
が
ち
な
伝
統
技
術

の
世
界
に
、
現
代
的
な
工
法
を
も
ち

込
み
、
お
よ
そ
40
年
で
約
３
０
０
の

社
寺
を
新
築
し
、
改
築
し
た
。
52
歳

の
と
き
、現
代
の
名
工
に
選
ば
れ
た
。

◇
８
月
１
日
豸
市
民
会
館

「
屋
根
の
曲
線
美
に
魅
せ
ら
れ

て
」
＝
吉
川
昌
治
氏
（
柿
こ
け
ら

ぶ
き
工
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

佐
藤
保
治
氏

（
宮
大
工
）

薄
い
木
片
を
重
ね
て
敷
き
詰
め
る

屋
根
「
柿
ぶ
き
」
で
、
わ
が
国
を
代

表
す
る
一
人
。
姫
路
城
や
法
隆
寺
な

ど
多
く
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
を
は

じ
め
、
桂
離
宮
の
修
理
に
も
か
か
わ

り
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
公

園
に
あ
る
日
本
家
屋
も
修
復
。
現
代

の
名
工
。
島
根
県
に
在
住
。

問
合

企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

Works of Masters
Works of Masters

匠の技。
カルチャー・スコール　シリーズ第2回

泉大津市文化フォーラム「カルチャー・スコール」第 2回シリーズは「匠
の技～伝統技術を継承する人たち」をテーマに、7 月 4 日から開催し
ます。西日本を中心に国内外で活躍する 4 人の匠が「物を大切にし、
物を生かす」手わざ文化のよさと温もりを話します。いずれも午後 1
時 30分～ 4時（午後 1時開場）。定員 200 人、先着順。入場無料。

カルチャー・スコールロゴマークは、「花開く泉大津の文化芸術」のイ
メージを表現。5つの花弁は文化活動を通じて互いに結び合い、大きく
広がる対話と交流の輪への思いを込めています。（デザイン・吉房寛子）

も
の
づ
く
り
に
情
熱
込
め
る
4
人
の
匠

4月18日に、平成21年度特定非営利活動支援補助金の事業報告会を開催しまし
た。この補助金は、市民の皆さんからの寄付を基にした「泉大津市がんばろう基
金」を財源としており、市民活動団体を支援する目的で運用しています。
平成21年度の交付団体である5団体が、事業の実績報告を行い、審査委員の先生
方から事業へのアドバイスをいただきました。
平成21年度の交付団体
蜴朗読ボランティア泉大津あめんぼ（視覚障がい者向け朗読ボランティア事業）
蜴泉大津おやこ劇場（1日まるごと舞台芸術鑑賞会事業） 蜴ひまわり大作戦実行
委員会（ひまわり大作戦2009事業） 蜴北豊中パークの会（豊中北公園の花壇の
設営事業） 蜴精神保健福祉ボランティア「はなみずき」（精神保健福祉ボランテ
ィア養成講座開催事業）
【「泉大津市がんばろう基金」への寄付にご協力を】
この補助金制度は、皆さんからの寄付と同額を市も積み立てる「泉大津市がん
ばろう基金」を財源としています。制度を円滑に運用し、市民活動をより活発に
するためには、皆さんの応援が何よりも大切です。ぜひ、寄付のご協力をお願い
します。
問合 企画調整課（市役所4階）

特定非営利活動支援補助金 事業報告会を開催しました
がんばる団体を応援しています！

事業報告会のようす
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全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の

９
割
は
住
宅
火
災
が
そ
の
原
因
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
者
の
半
数

以
上
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ

り
、
今
後
も
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
死
亡
の
約

６
割
が
「
発
見
の
遅
れ
」
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
欧
米
で
は
日
本
に
先

が
け
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
が
約
４
〜
５
割
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
平
成

18
年
に
新
築
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
既
存
の
住
宅
も
随
時
設

置
期
限
が
設
け
ら
れ
、
本
市
で
は
来

年
、
平
成
23
年
５
月
末
ま
で
に
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切

な
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、「
煙
」

を
感
知
す
る
も
の
と
「
熱
」
を
感
知

す
る
も
の
が
あ
り
、
今
回
は
煙
を
感

知
す
る
も
の
が
設
置
義
務
の
対
象
で

す
。
ま
た
煙
感
知
器
に
は
天
井
型
と

壁
掛
け
型
の
２
種
類
が
あ
り
、
ど
ち

ら
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ど
こ
に
つ
け
る
の
？

寝
室
・
階
段
（
条
件
に
よ
る
）
へ

の
煙
感
知
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。
台
所
に
は
熱
感
知
器
を
設

置
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

購
入
す
る
に
は
？

防
災
設
備
取
扱
店
や
電
気
器
具
販

売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
で
合
格
と
な

っ
た
も
の
）
が
付
い
て
い
る
も
の
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

【
つ
け
て
よ
か
っ
た
！
　
具
体
例
】

実
際
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
こ
と
で
被
害
が
少
な

く
す
ん
だ
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
居
住
者
が
２
階
で
就
寝
中
、
１
階

居
間
に
設
置
し
て
い
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
鳴
動
に
気
付
い
た
。

階
段
を
下
り
居
間
の
戸
を
開
け
た

と
こ
ろ
、
煙
が
噴
出
し
た
た
め
た

だ
ち
に
就
寝
中
の
家
族
に
火
災
を

知
ら
せ
、
水
道
ホ
ー
ス
を
使
用
し

て
初
期
消
火
を
行
う
と
と
も
に
、

か
け
つ
け
た
近
隣
住
民
に
１
１
９

番
通
報
を
依
頼
し
た
。

○
住
宅
２
階
の
子
ど
も
部
屋
で
発
生

し
た
火
災
に
お
い
て
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
し
、
警
報
音
に

気
付
い
た
母
親
が
発
生
室
内
で
怖

く
て
動
け
な
く
な
っ
て
い
た
子
ど

も
を
避
難
さ
せ
、
風
呂
の
残
り
湯

で
初
期
消
火
を
行
っ
た
。

問
合

消
防
本
部
予
防
係
（
蕁
21
・

０
１
１
９
）

市 立
病 院

 月 火 水 木 金

INFO岸田宗久 医師　（大阪市立大学整形外科学教室）岸田宗久 医師　（大阪市立大学整形外科学教室）

４
月
か
ら
常
勤
の
内
科
医
を
増
員
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な
医
療

を
今
ま
で
以
上
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
充
実
し
た
診
療
割

一
覧
表
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
問
合
　
病
院
総
務
課
（
蕁
32
・
５
６
２
２
）

一診

専門領域

二診

専門領域

三診

専門領域

六診

専門領域

七診

専門領域

八診

専門領域

検査

午前

濱中　福永　青松

設楽　　　李

山形

消化器

押谷

消化器

◎浦岡

生活習慣病

◎一丸

呼吸器

腹部エコー　松本

午後

破戸

循環器

午前

李

糖尿病内分泌

押谷

山形

消化器

田中

消化器

上田

消化器

設楽

腎・内分泌

午後 午前

◎嶋村

循環器

田中　破戸

格谷

肝臓

押谷

消化器

青松

消化器

設楽

腎・内分泌

午後

◎和手

神経

格谷

肝臓

午前

破戸

循環器

青松　伊東

格谷

肝臓

田渕

消化器

◎藤川

生活習慣病

李

糖尿病内分泌

透視　山形

午後

山形

人間ドック

午前

松本　上田　田中

田渕　　山形

福永

消化器

星

消化器

◎芥川

循環器

伊東

呼吸器

腹部エコー　格谷

午後

山形

人間ドック

内
科
・
消
化
器
内
科

【押谷医師】 消化器内科・下部消化管 　 　 【山形医師】消化管全般 

【青松医師】 消化器全般 　 　 【田中医師】消化器内科・上部消化管内視鏡治療 

【福永医師】 消化器内科・ 上部・下部消化管内視鏡治療     【上田医師】消化器内科 

【伊東医師】 呼吸器内科 　    【破戸医師】循環器内科 

【濱中医師】 呼吸器内科 　    【松本医師】消化器内科 
【格谷医師】 肝臓・胆のう・膵臓

【田渕医師】 消化管内視鏡治療

【星医師】 消化器内科

【設楽医師】 腎臓

   【李医師】     糖尿病

　昨年 6 月から不在となっていた常勤の整
形外科医が 6月から着任しました。
岸田宗久 医師　（大阪市立大学整形外科学教室）

6月から常勤の整形外科医着任

■内科（循環器・呼吸器・消化器・糖尿・腎臓・神経）　診療割一覧表
●内科診療予約番号蜷蜷蕁 32・5489

※初めて受診する人については、診
療科と医師を指名し、健康保険証を
お持ちの場合のみ予約が可能です。
かかりつけ医の紹介状があれば、よ
りスムーズに診療が進められます。

◎印…非常勤医師
（平成 22年 4月 1日現在）

内…初診の受付。上段は担当医師、
　　下段は診療週

2、4

2、4 2、4

2、4 1、3

2、42、4 1、3、5 1、3、51、3、5 1、3、5

1、3 5 5

の
ご
案
内

火災をいち早く知らせてくれる「住宅用火災警報器」。新しく建てら
れる家にはすでに設置が義務づけられていますが、既存の住宅にも
すべて設置する義務があり、本市での設置期限は平成23年5月末で
す。大切な命を守るため、早めに設置するようにしましょう。

13 広報いずみおおつ　平成22年6月号

蜷市立病院の内科診療／住宅用火災警報器／診療報酬見直し／緊急通報装置貸出／健康アップ大作戦

6月になりました。春から夏へ季節が移るとき
で、体の調子を崩しやすい時季でもあります。
気温と湿度が上がり始めるためカビも発生しや
すくなるので、お食事に気を付けて胃腸の働き
を落とさず、万全の体調で夏を迎えましょう。
今月は初夏におすすめの旬の食材を使った献立
を紹介します。
■ラッキョウ
ラッキョウはちょうど6月あたりから旬を迎え
ます。古くから薬用植物として知られ、発汗作
用や整腸作用があると言われています。たまね
ぎやにんにくにもあるアリシンが多く含まれて
いて、これはビタミンB1の吸収を良くし、夏バ
テや疲労回復に効果があるので、ビタミンB1を
含む豚肉などの食材と合わせてとるといいでし
ょう。またラッキョウの酢漬けなら、酢の疲労
回復効果も手伝ってさらに効果的。運動量の多
い人や疲れやすい人にはおすすめの食材です。
お料理の「脇役」としてのイメージが強いかも
しれませんが、今回紹介する献立のように、炒
め物に使っても意外と合います。ただし、ラッ
キョウの酢漬けには塩分が多いので、食べすぎ
ないように注意してください。
■豚肉とラッキョウの炒め物
《材料》(2人分) 蜴豚肉切り落とし…100g 蜴

酒…小さじ1 蜴ラッキョウ酢漬け…5粒　蜴ピ
ーマン…2個
[調味料] 蜴炒め油…小さじ1/2 蜴濃口しょ
うゆ…小さじ1 蜴オイスターソース…小さじ
1/2 蜴こしょう…少々
《作り方》 ①豚肉は適当な大きさに切って酒を
まぶす。 ②ピーマンも一口大に、ラッキョウ
もうすめにスライスする。 ③フライパンに油
を熱し、豚肉を炒める。 ④豚肉の色が変わっ
たら、ピーマンとラッキョウを加えて炒める。
⑤調味料を加えて、全体に味がなじんだらでき
あがり。

初夏の旬の食材を使った献立第6回

好みで赤トウガラ
シを加えてピリ辛
にしても。

１人分あたりエネ
ルギー…150k褪
塩分…0.9裼

！
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　連 載

完 成！

市では、おおむね65歳以上の独居世帯、お
よび独居の重度身体障がい者、ならびにこれ
に準ずる世帯に属する人のうちで、必要な人
に緊急通報装置を貸し出します。
この装置は、利用者が緊急時にボタンを押
すと、緊急時受付センターにつながる仕組み
になっています。また、この装置とあわせて、
煙を感知した際に同センターに自動通報する
火災センサーもセットで貸し出します。
利用料については、一部自己負担がありま
す。
問合 高齢介護課（市役所1階7番窓口）

平成22年4月から診療報酬の見直しが行われました。
平成22年度の診療報酬改定は、全体で0.19％の引き上げになっ
ています。また、診療報酬（本体）全体では1.55％の引き上げで、
個別に見ると入院がプラス3.03％、歯科がプラス2.09％の引き上
げと負担が大きくなっています。一方で、薬価などは1.36％引き
下げられています。
診療報酬が上がると、医療費も上がります
今回の診療報酬改定の一例として、①病院・診療所の再診料を
統一、②歯科の初診料・再診料の引き上げなどがあります。
①については、病院600円・診療所710円だった再診料を一律

690円にすること。②については初診料1,820円を2,180円に、再
診料400円を420円にすることとなりました。
医療費の元である診療報酬の引き上げは、皆さんの支払う医療
費にも影響が出てきます。診療報酬の引き上げがなくても、高齢
化や医療技術の進歩などにより医療費は年々増加しています。そ
して、医療費の増加は保険料の引き上げにもつながります。
平成22年4月から、診療明細書が発行されています
医療機関で診療を受けた場合、原則として、診療報酬の算定項
目のわかる明細書が発行されることになりました。医療機関で診
療を受けたときは診療明細書をもらいましょう(一部医療機関では、
有料の場合もあります)。一人ひとりが医療費に関心を持ち、日ご
ろからの健康づくりを心がけましょう。そして、かかりつけ医・
かかりつけ薬局をもちましょう。
問合 保険年金課（市役所1階5番窓口）

65
歳
以
上
の
独
居
世
帯
な
ど
に

緊
急
通
報
装
置

を
貸
出

診療報酬見直しで
病院などで払う医療費変更

（
火
災
セ
ン
サ
ー
付
き
）

入院・歯科の負担大きく
薬の値段は引き下げに
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急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
向
け
た

対
策
を
集
中
的
・
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
制
定
さ
れ
た
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」（
平
成
15
年
７

月
）
に
基
づ
き
、
本
市
で
は
、
平
成

16
年
度
に
策
定
し
た
次
世
代
育
成
支

援
・
地
域
行
動
計
画
（
前
期
計
画
）

を
一
部
見
直
し
、
同
後
期
計
画
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら

５
年
間
に
、
次
世
代
育
成
支
援
の
た

め
の
各
施
策
・
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
計
画
は
、
基
本
理
念
を
「
子
育

て
を
支
え
あ
い
、
子
ど
も
も
大
人
も

健
や
か
に
成
長
す
る
、
み
ん
な
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
泉
大
津
」
と

前
期
計
画
と
同
様
に
し
、
第
１
章
行

動
計
画
策
定
の
趣
旨
か
ら
第
６
章
計

画
の
推
進
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
概
要
を
一
部

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
表
）。

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
昨
年
５
〜

６
月
に
、
就
学
前
児
童
保
護
者
１
０

０
０
人
、
就
学
児
童
（
小
学
生
）
保

護
者
１
０
０
０
人
、
中
学
生
約
８
０

０
人
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
、
ま
た
、
学
識
者
、
子
育
て
支
援

関
係
者
・
団
体
、
公
募
市
民
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
で
の
審

議
、
さ
ら
に
は
、
関
係
団
体
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
聴
取

を
経
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
南
北
公

民
館
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

策
定
委
員
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
し
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

通常保育事業
延長保育事業
夜間保育事業
子育て短期支援事業
（トワイライトステイ事業）
休日保育事業
放課後児童健全育成事業
（留守家庭児童会／仲よし学級）
病児・病後児保育事業（病児対応型）
病児・病後児保育事業（病後児対応型）
病児・病後児保育事業
（体調不良児対応型）
子育て短期支援事業
（ショートステイ事業）
一時預かり事業
特定保育事業
幼稚園の預かり保育
ファミリー・サポート・センター
事業
地域子育て支援拠点事業（ひろば型）
地域子育て支援拠点事業（センター型）

事業名

今後 5年間の目標事業量の設定（抜粋）

21年
現状 目標事業量

26年

1,190 人
13か所
－
2か所

－
8か所

－
1か所
1か所

5か所

2か所
－
8か所
1か所

2か所
1か所

1,310 人
13 か所
－
2か所

－
8か所

－
1か所
2 か所

5 か所

3 か所
－
8か所
1か所

2か所
1か所

定
期
的
な
保
育
等
に
関
す
る
事
業

一
時
預
か
り
保
育
等
に
関
す
る
事
業

地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
制
度

蜷

蜷

蜷

次
世
代
育
成
支
援
・
地
域
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

子
育
て
を
支
え
合
い
、
み
ん
な
が
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
の
計
画
で
す

作品募集！
平和メッセージ展
平和への願いを込めた
オリジナルのうちわを作ってみませんか？

　市では、広く市民の皆さんに平和の尊さを理解していた
だくために、平和への思いを乗せたうちわなどを展示する
「平和メッセージ展」を 7 月 8 日貅から織編館ギャラリー
（テクスピア大阪2階）で開催します。
　ついては、この平和メッセージ展で展示する皆さんのう
ちわ作品を募集しています。
平和メッセージ展会期　7 月 8 日貅～12 日豺　午前 10
時～午後 4 時 30 分　※土・日曜日も開催。ご応募いただ
いた作品すべてを展示します
募集作品　「平和への願い」をテーマとしたイラスト・絵・
詩などを描いたうちわ。使用する画材、表現方法は自由※
うちわ配布場所は下記「応募方法」参照
締切　6月 10日貅まで

応募方法　秘書広報課、または南・北公民館、図書館、勤
労青少年ホーム、織編館など公共施設に備え付けの応募用
のうちわに絵などを描き、前記の各施設へ提出（応募作品
は、後日記念品とともに返却）
問合　秘書
広報課（市
役所4階）

昨
年
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
の
よ
う
す

男女がともに
自分らしく生きられるように…

コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。

考えよう・人権

ひと

共同
参画
きょうどうさんかく

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ

症
候
群
＝
Ｓ
Ｂ
Ｓ

国
で
乳
幼
児
が

強
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
て
脳
に
損
傷

を
負
う
「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら

れ
症
候
群
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）」
が
疑

わ
れ
る
虐
待
事
件
が
相
次
い

で
い
る
。
日
常
的
な
虐
待
は

な
く
て
も
、
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
で
発
作
的
に
揺
さ
ぶ
る
例

も
あ
り
、
予
防
策
の
構
築
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
11
月
、
Ｓ
市
で
、

菜
美
ち
ゃ
ん
（
仮
名
）
が
、

転
倒
し
頭
を
打
っ
た
と
し
て

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
後
、
わ

ず
か
５
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
県
警
は
、
今
年

３
月
、
傷
害
致
死
容
疑
で

継
母
け
い
ぼ

を
逮
捕
し
た
。

「
子
ど
も
が
ベ
ラ
ン
ダ
で

転
び
、
意
識
が
な
い
」
Ｓ
市

消
防
本
部
に
緊
急
連
絡
が
入

っ
た
。
救
急
病
院
に
搬
送
さ

れ
、
集
中
治
療
を
受
け
た
が
、

５
日
後
、
息
を
引
き
取
っ
た
。

死
因
は
、
頭
部
の
急
性
硬
膜

下
血
腫
に
よ
る
脳
機
能
障
害

だ
っ
た
。
し
か
し
、
病
院
は

当
初
か
ら
虐
待
を
疑
っ
た
。

「
転
倒
し
て
で
き
た
傷
害
か
ど

う
か
は
、
間
違
い
な
く
判
断

で
き
る
」
と
病
院
関
係
者
は

言
う
。
こ
の
た
め
搬
送
当
日

に
「
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
」

と
県
警
に
通
報
。
県
警
の
司

法
解
剖
の
結
果
も
、
病
院
の

判
断
と
一
致
し
た
。「
外
傷
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
硬
膜

下
血
腫
を
起
こ
し
た
の
は
、

頭
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

可
能
性
が
極
め
て
高
い
」
と

関
係
者
は
判
断
し
た
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
半
年
、

昨
年
の
４
月
初
旬
、
菜
美
ち

ゃ
ん
が
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
約
７
キ
ロ
離
れ
た
祖
父
母

の
家
を
、
突
然
訪
ね
て
き
た
。

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で
は

…
」
と
感
じ
た
祖
母
は
、
市

の
こ
ど
も
課
に
相
談
し
た
。

こ
ど
も
課
か
ら
連
絡
を
受

け
た
幼
稚
園
で
は
、
し
ば
ら

く
、
注
意
深
く
様
子
を
見
守

っ
て
い
た
が
、
６
月
下
旬
、

菜
美
ち
ゃ
ん
が
ほ
お
を
腫
ら

し
て
登
園
。
す
ぐ
さ
ま
こ
ど

も
課
に
報
告
し
、
児
童
相
談

所
が
菜
美
ち
ゃ
ん
を
一
時
保

護
し
た
。
園
か
ら
連
絡
を
受

け
た
継
母
は
、
泣
き
な
が
ら

「
や
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
」
と
話
し
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
継
母
が
み
ず
か
ら
の

し
つ
け
の
誤
ち
を
認
め
、
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整
っ

た
た
め
、
児
童
相
談
所
は
家

庭
復
帰
が
可
能
と
判
断
。
菜

美
ち
ゃ
ん
は
約
１
か
月
で
自

宅
に
戻
っ
た
。

再
び
始
ま
っ
た
家
族
の
暮

ら
し
は
、
わ
ず
か
４
か
月
で

終
わ
り
を
告
げ
た
。
菜
美
ち

ゃ
ん
が
保
護
さ
れ
て
い
る
間

に
つ
け
て
い
た
絵
日
記
に
は
、

こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。『
ま
ま

ず
う
っ
と
す
き
』。
児
童
虐
待

を
防
止
す
る
の
は
、
わ
た
し

た
ち
み
ん
な
の
責
務
で
す
。

全

「にんじんサロン」をご存知ですか？
わたし、今月からコラム欄を担当することになりまし

た。人権担当一年生です。「ジェンダーって?」「男女共

同参画って?」から始めたいと思います。

ジェンダーとは、社会的・文化的につくられた性のあ

りようをいいます。「男だからこう」「女だからこう」と

いう意識や考え方をいいます。

男女共同参画とは、そういうものにとらわれずに、一

人ひとりは自由であり、対等であるということです。仕

事をしていても、女だから「家事も育児もすべて独りで

こなし、完璧な母親でなければいけない」ではないので

す。家族で分担することに負い目を感じることもないの

です。そして、何をするにも思い込みは禁物です。これ

から、少しこんなことを意識して毎日を過ごしてみたい。

そう思うと、頭上に乗っかっていた重しが取れて、体が

軽く、心が少し広がったような気がしませんか。

しかしながら、現実は思うようにはいかないものです。

そんなときの解決策のひとつとして、にんじんサロン

（男女共同参画交流サロン）があります。一人ひとりが

いきいき暮らせるよう、集い、男女共同参画社会につい

て学び、相談し、情報発信の場として、そしてなにより

も「いつも暖かな心地いい居場所」を目指して開設して

います。あなたも一度訪れてみませんか。

にんじんサロン（男女共同参画交流サロン）（小松町1ー

60 市民会館西側1階　蕁・薨21・6555）

開設日時 火～日曜日（祝日を除く。ただし、6日豸、

20日豸は休館）午前10時～午後5時
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